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会 議 録 

会議名称 令和４年度 第３回座間市子ども・子育て会議 

日時 令和５年３月２３日（木） １０時～１１時 

場所 座間市役所 ５階 ５－２、５－３会議室 

出席委員 
麻生委員、飯田委員、稲垣委員、大下委員、小澤委員、小多喜委員、高松委員、

内藤委員、畑中委員、飛田委員、山本委員、湯川委員 

事務局 子ども未来部長、子ども政策課、子ども育成課、保育課、青少年課、健康づくり課 

会議の公開可否 ■公開 □一部公開 □非公開 傍聴者数  ０人 

次第 

１ 開会 

２ 議題 

⑴ 令和５年度教育・保育の利用定員について 

⑵ 座間市子ども・子育て支援事業計画 点検・評価報告書について 

⑶ 座間市子ども・子育て支援事業計画中間見直しについて（報告） 

⑷ 答申について 

⑸ その他 

３ 閉会 

配布資料 

資料１ 令和５年度特定教育・保育施設等の利用定員 

資料２ 第２期座間市子ども・子育て支援事業計画 点検・評価等報告書（案） 

資料３ 第２期座間市子ども・子育て支援事業計画中間見直し 

資料４ 答申書（案） 

資料５ 保育ルームフェリーチェ相武台園の概要 

資料６ （仮称）のびのび保育園の概要 

資料７ ちぐさ保育園の民営化実施事業概要 

 

１ 開会 

子ども子育て会議委員１４名中１２名が出席し、座間市子ども・子育て会議規則第５条第２項によ

り会議が成立。 

 

子ども未来部長から委員へ挨拶。 

 

２ 議題 

資料を確認後、座間市子ども・子育て会議規則第５条第１項により大下会長が議事を進行。 

 

⑴ 令和５年度教育・保育の利用定員について 

〇事務局（保育課） 

令和５年度教育・保育の利用定員について資料１に基づき説明。 

 

〇委員 

 保育園の定員については約５０名増やしていただけた。幼稚園に関しては９０名減となるが、それ

でも足りるということであったので、より子育てしやすい環境を整えていただけたという思いであ



2 

 

る。感謝申し上げたい。 

 

⑵ 座間市子ども・子育て支援事業計画 点検・評価報告書について 

〇事務局（子ども政策課） 

 座間市子ども・子育て支援事業計画中間見直しについて資料２に基づき説明。 

 

⑶ 座間市子ども・子育て支援事業計画中間見直しについて（報告） 

〇事務局（子ども政策課） 

 座間市子ども・子育て支援事業計画中間見直しについて資料３に基づき説明。 

 

⑷ 答申について 

〇事務局（子ども政策課） 

 答申について資料４に基づき説明。 

 

○会長 

資料４答申書（案）に資料２点検・評価等報告書（案）及び資料３の第２期座間市子ども・子育て

支援事業計画中間見直しを付して、令和４年度の座間市子ども・子育て会議の答申とすることに異議

がある委員はいるか。 

 

○委員 

 異議なし。 

 

○会長 

 異議なしということで承認とする。 

 

⑸ その他 

〇 事務局（保育課） 

 保育ルームフェリーチェ相武台園の概要及び（仮称）のびのび保育園の概要について資料５及び資

料６に基づき説明。ちぐさ保育園の民営化について資料７に基づき説明。 

 

〇委員 

 のびのび保育園はひばりが丘幼稚園の隣に設置される予定とのことだが、提携先はひばりが丘幼稚

園なのか。 

 

〇事務局（保育課） 

 ひばりが丘幼稚園との連携は園庭の使用や職員が病欠でいなくなった場合のサポートなどの分野

で行う予定。 

 あとは３歳以降に幼稚園を希望する人に関しては幼稚園で受け入れる、保育園を希望する人に関し

ては公立保育園で連携するということを予定している。 
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〇委員 

 幼稚園の連携先はひばりが丘幼稚園とのことだが、保育園の連携先は。 

 

〇事務局（保育課） 

 現状の予定では小松原保育園を予定している。 

 

〇委員 

 先ほど別の委員の発言でもあったが、保育園が増えてきてすごく助かったと言っている友人もいる

ので感謝申し上げたい。 

 一方で、まだ入り切れていない人もいる状況であるし、待機児童が多いため申請さえしていないと

いう人もいると思われるためどんどん保育園を増やしていただきたい。 

 また、現在相武台に住んでいるが、子育て支援センターがない状況である。相武台コミセンにひま

わりの職員が出張で支援センターのようなことをやっていただいているが、相武台前に子育て支援セ

ンターを設置していただければ、子育て中の休憩をとったり心の支えとなったりする場所が身近にで

きると思うので検討していただきたい。 

 

〇委員 

 ファミリーサポートで協力会員の仕事をしたいと思って先日問い合わせをしたが、平日３日間講習

を受けなければならないといわれ、断念せざるを得なくなったということがあった。私は保育士とし

ての経験もあるため、そう言ったことを加味してファミリーサポートで協力会員の仕事ができない

か。また、講習をオンラインで受講できるようにしたり、土日や夕方に開催するなど講習の仕組みを

考えていただけると受け皿がもっと増えると思うので検討していただきたい。 

 

〇事務局（子ども育成課） 

 講習の土曜日開催については以前から話が出ている。今後検討していきたい。 

 

〇委員 

 ファミリーサポートについて、昨年１０月に研修を受け協力会員となったが、依頼が来ていない。

需要は必ずあると思うが、もっと気軽にファミリーサポートを利用できるようにしてほしいというよ

うな意見は来ていないのか。 

 

〇事務局（子ども育成課） 

 子どもの預かりに関しては慎重に事務を進めているところではあるが、協力会員に偏りがあるなど

してマッチングがうまくいっていないとは聞いている。その点に関しては検討をしていくつもりであ

る。 

 

〇委員 

 ファミリーサポートに関してはお願いしようと思ったときは私が寝不足で子どもが不安定な時期

であったが、面接や面談をしなければならず、それであれば自分で面倒を見たほうが良いかと思って

しまった。 

 現在は子どもが生まれてからでないと登録できないことになっているが、妊娠中から登録して相手
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の方と何度かお話して徐々に仕事をお願いするようにしてもらえると子どもを預けやすい。 

 

〇事務局（子ども育成課） 

 貴重なご意見として参考にさせていただく。 

 

〇委員 

 社会福祉協議会で行っていたにこにこサービスが終了すると聞いているが、代わりとなるサービス

はあるのか。 

 

〇委員 

 にこにこサービスは社会福祉協議会で行っているが、住民要望が減ってしまったという経過があ

る。 

 また、相模が丘ではふれあいネットワークという組織もあるため、民間の人にもお願いしていきた

いと考えている。 

 

〇委員 

 私の所属している団体でも年々高齢化が進んでいるが新規で参加してくれる人は減ってくるなど

難しい状況になりつつある。子どもを増やさないといけないという話だが、社会全体の仕組みを変え

なければならないのではないかと思うこともある。 

 

〇委員 

 座間市はＬＩＮＥを活用していて素晴らしいことだと思うが、預けたい人と預かりたい人のマッチ

ング等に有効利用してもらいたい。 

 

〇委員 

 イオンで出張相談を行っていただいており素晴らしい試みだとは思うが、子どもを遊ばせるスペー

スがない。ほかの場所でも開催できないか。 

 

〇事務局（子ども政策課） 

 需要があることは承知している。現在、相武台コミセン、座間市健康センター、座間市公民館など

でも開催の準備を進めているところである。 

 

○会長 

 そのほかに意見、質問はあるか。 

 なければ、本日予定していた議事は終了とする。 

 

３ 閉会 

 

 


